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質問項目と粗データ 

 

■粗データとは 

回答済みの BDHQ は、手入力または OCR 入力システムによる処理で、規則に従って回答が数値に変

換され、エクセルに一次データとして入力されます。これが粗データと呼ばれるデータで、回答者の回

答内容が示されています。これを元に栄養価計算がなされます。 

BDHQ、BDHQ15y、BDHQ3y のいずれも、栄養価計算前のエクセルデータファイルには粗データ

のみが含まれています。「Sheet1」という 1 シートで構成されています。 

栄養価計算を行って得られた二次データのエクセルデータファイルデータには複数のデータシートが

含まれており、粗データもこの中に残されています。シート名は、BDHQ は「bdhq1_1dat」、BDHQ15y 

は「bdhq15y1_1dat」 、BDHQ3y は「bdhq3y1_1dat」です。栄養価計算実施前、実施後で、シ

ート名は変わりますが、データの内容は変わりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■質問項目と粗データ変数名の対応 

粗データシートの 1 行目には変数名が示されています。BDHQ、BDHQ15y、BDHQ3y それぞれの

質問票の質問項目は、粗データ上では次項以降に赤字で示したような変数名で扱われています。 

 

BDHQ 粗データ（栄養価計算前） 

BDHQ 粗データ（栄養価計算後） 



 

 

 

 

BDHQ 質問項目と変数名対応表 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

BDHQ15y 質問項目と変数名対応表 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

BDHQ3y 質問項目と変数名対応表 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

■質問項目（各変数）の意味と目的 

BDHQ、BDHQ15y、BDHQ3y で用いられている質問項目の意味と目的の概略は以下のとおりです。 

さらに詳しい各変数の内容や入力規則の詳細は「データファイルの内容」の項をご参照ください。 

 

BDHQ 各質問票の質問項目の意味と目的（概略） 

 

 

 

 

 

 

質問項目 意味と目的

ID1 ID番号。必須。可能であれば調査者が記入するもの。
ID2,3; MEMO1,2 補助ID番号。またはそのほかの情報。必要に応じて調査者が用いる。
PAL 妊娠週数。栄養価計算には不要。個人結果帳票作成には必須。
PRGLCT 授乳の有無。栄養価計算には不要。個人結果帳票作成には必須。
SEX 性別。栄養価計算にも用いるため、必須。
BIRTH_G,..., BIRTH_D;
DATE_Y,..., DATE_D

生年月日および調査年月日。年齢を計算する。栄養価計算にも用いるため、必須。

B_H; B_W 身長および体重。栄養価計算には不要。個人結果帳票作成には必須。
MILK_1,..., SAKE_6;
MILK_5,..., SUPPL_4;
BEV_8,..., RICE_7

食品摂取頻度など。必須。

FISH_D1,..., MEAT_D5 食品摂取頻度などの質問と組み合わせて、調理中に使う調味料使用量を推定するために
用いる。必須。

SUGAR; AJI_1,...,5; AJI_6 肉の食品コードを決めるためや、調味料使用量を推定するためなどに用いる。必須。
ZAKKOKU 白米とその他の米（玄米、麦ごはんなど）の摂取割合を決めるために用いる。必須。
RYO_1 主菜・副菜のポーションサイズを推定するために用いる。必須。
RYO_2; RICE_2 主食のポーションサイズを推定するために用いる。必須。
SPEED 摂食速度。栄養価計算には不要。食習慣・肥満度の関連が強いため、結果の解釈や説明

に有用。必須ではない。
KISETU_1,2,3 栄養素摂取量に無視できない程度に摂取量の季節差が大きい果物。通常の調査目的（1

か月間の食習慣を推定する）には不要。必須ではない。
BK; SUPPLE; HABIT;
CONTROL; ANSWER;
ASOBI; HA_1,2; ALE_1;
SHU_1; VEG_D1; SHOK_1;
HABIT_2;

結果の解釈や説明のための補助情報。栄養価計算には不要。必須ではない。


